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『おやじの会』通信Vol．2
　 さあ！2回目です!!

· ９月４日（月の初めの土曜日）午後７時３０分、お茶の間にて『おやじの会』第二回目は開催されました。神に感謝。
今回の参加者も十数名（このうち参加資格を満たしていなかった人達数名（レギュレーション違反（女性だった＆オーバーエージ））で更なる盛り上がりを見せ、次回以降の大いなる広がりに期待のできる集いとなったのでした。
· 前回のＴＯＰＩＸ　☆
· 開始時刻直前から雨が降る。

· お御堂の屋根に降り注ぐ雨音が何かを予感させる！？
· 当日は教会で結婚式、告別式がおこなわれ控え室となった開催予定場所の集会室の鍵がないことが判明。懸命の捜索活動も実らず、お茶の間に変更となる。
· いよいよ「集まって食う」がはじまる。焼き鳥、ピザ、焼肉屋さん特製おつまみ等々で盛り上がる。きっといつの日か「清香苑」（ホテルスカイコート阿佐ヶ谷斜め前）で『おやじの会』を。
· 初参加のおやじが来年授洗されるとの発言にさらに盛り上がる。『おやじの会』参加者としては素直にうれしいですね。神に感謝。
· リラックスされている晴佐久神父様が「ワインもう無いんだ～。じゃあ手持ちの出しちゃおう」と言われ戻ってこられたその手にはなんと！！（参加した人の大歓声！！）はじめて飲ませていただきました美味しいワインを。もちろんしっかりデキャンティングして。Ｍａｘ盛り上がる。
· 七つの秘蹟から靖国神社問題そしてカトリックの信仰についてなんだかとっても白熱＆激論となり『おやじ』の熱さ爆発し盛り上がる。Ｍ子さんが結婚の秘蹟の生贄に・・・。
· 次回以降の継続の意志を強くし、お開きとなる。（第３回10月２日（土）午後７：３０始まり）

· 今後の運営等々　☆

· 月の第一土曜日の午後7時30分に始まり継続していく。

· 教会に来るきっかけのない『おやじ』たちが気軽に寄り集まれるよう各自創意工夫する。
· 自ら『おやじ』であることを受け入れ、誇り高く、腰は低く生きていく。
· 基本的に女人禁制。
· 10月31日におこなわれる《教会祭り》に『おやじの会』（単独か複合体の核として）での参加を検討しませんか。
裏に続きます。
★『おやじ』の好きな雑学コーナー★

　　　突然ですがラテン語講座です。
　Ｎｅｃ vitia nostra nec remedia tolerare possumus.

 [ﾈｸ　ｳｨﾃｨｱ　ﾉｽﾄﾗ　ﾈｸ　ﾚﾒﾃﾞｨｱ　ﾄﾚﾗｰﾚ　ﾎﾟｯｽﾑｽ]と読みます。

意味は「わたしたちは、わたしたちの欠点も、それを矯正することも、どちらも耐えることができない」といったところでしょうか。思いあたるところありますね。

Ж　あとがき　Ж

　　　　禅の方に「啐啄同機」という言葉があります。（晴佐久神父様のお話にも引用されています）親鳥が卵を温めてこれをふ化するにあたり、いよいよヒナが誕生するその時、卵の表面を啐（たた）きます。ちょうどその時、卵の内側からもヒナが殻を啄（たた）くそうです。このように得がたい絶妙の時期を逃さずに、機を得て両者が相応じることを「啐啄同機」と言います。この機がうまく合わなければ、ヒナは誕生できないかもしれません。このことを同時契合とも言っています。
　　　人間と人間の出会い（もっと広い意味では知らなかったことに気付く）などと言うものは、すべてこの啐啄の機ではないでしょうか。その「機」を感じるか否か。その「機」は自然に偶然に発生するものかといいますと、否であります。じっと待っていては「機」を得ることが出来ないでしょう。「機」を得るためには相手に働きかけなければなりません。心と心の呼びかけがなければ、どうしてもお互いの間に「機」は熟さないのであります。

『おやじの会』はもうすでに集まって（集められて）始まっているです。
何に気づくのか、どの窓が開くのか、それはあなた次第なのです。

＊第4回（10月2日（土）の次）の『おやじの会』は11月6日（土）ｐｍ７：３０～の予定です。
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